
 

 

 

近年、世界各地で猛暑や豪雨など、地球温暖化が原因とみられる異常気象によ

る災害が多発しており、気象危機とも言うべき極めて深刻な事態により、人々の

生命や財産が脅かされ、生態系に甚大な影響が及ぶことが懸念されることから、

地球温暖化対策の推進が求められています。 

２０１５年に合意されたパリ協定では、「産業⾰命前からの平均気温上昇の幅を

２度未満とし、１．５度に抑えるよう努⼒する」との目標が国際的に広く共有さ

れ、この目標達成に向け、我が国も令和２年１０月に「２０５０年までに温室効

果ガスの排出を全体としてゼロにする」ことを宣言しました。 

 越前市は、１５００年の歴史を誇る伝統産業から先端技術産業まで幅広い産業

が集積する北陸有数のモノづくり都市として発展を続けるとともに、コウノトリ

が舞う里地里山を市民との協働により守り続けてきました。 

 また、北陸新幹線越前たけふ駅周辺の新たなまちづくりでは、ＤＸ（デジタル

トランスフォーメーション）や再生可能エネルギーの導入推進等により、持続可

能な経済と環境が両立する「フォレストシティ＆越前市版スマートシティ」の実

現を目指しています。 

 本市は、かけがえのない地球環境を次世代に引き継ぐため、本年度に市環境基

本計画を見直すとともに、２０５０年ゼロカーボンシティの実現に向けた取組を

着実に進めていくことを宣言します。 
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越前市ゼロカーボンシティ宣言 


